
ニチイキッズ北たみや保育園 自己評価総括表 

地域社会における保育施設として、その運営や保育内容について、自らの保育実践

を振り返り、自己評価を行いましたので、その結果を下記の通り公表いたします。 

また、自己評価の結果を踏まえ、今後も更なる専門性の向上や保育実践の改善に努

め、より一層質の高い保育を目指してまいります。 

 

評価方法 

保育士等（全職

員）の自己評価 

評価期間 202４年 1月５日（ 金 ）～ ２月２日（ 金 ） 

実施方法 
全職員に自己評価について趣旨を説明し自己評価を実施し

た。 

保育施設の評価 

評価日 202４年 ２月１０日（ 土 ） 

実施方法 
話し合いにより職場全体で共有し、保育施設の課題を明確化

し、改善策を検討した。 

 

項目ごとの評価 

保育理念 

「おもいっきり遊ぶ」保育を行うために職員一人一人が子どもの「楽しい」「嬉しい」

「驚き」「不思議」「もっとしたい」を引き出せるような関りを研修やミーティングを重

ね、学びあった。またどのような場面においても「子どもの声」や「子どもの気持ち」

を汲み取れる保育が適切な保育であることを全職員が理解し、日々の保育に努めた。 

子どもの発達援助 

クラスミーティングや全体ミーティング、サブミーティングなど様々な形態で話し合う

時間を持ち情報を共有することで子ども一人一人の状態や成長過程を把握することが

できた。また子どもの発達状況に応じた保育環境の設定や興味関心に沿った遊びの実践

につなげることができた。今後も子ども一人一人が思う存分遊びを楽しめる環境づくり

に努めたい。 

保護者に対する支援 

連絡帳や送迎時に子どもの日々の様子や成長した姿を伝えることで安心して園生活に

送り出してもらえるよう努めた。また保護者への労いの言葉や思いに耳を傾けることを

大切にしながら信頼関係を築いてきた。その結果、家庭での様子や子育ての悩みや喜び

などを共有する機会をたくさん頂けた。 

保育を支える組織的基盤 

丁寧な保育が行えているかどうかを「子どもの視点より」や様々な文献を活用した研修

を定期的に持ち、職員自らが自身の保育を見直すことで園全体の質の向上に繋げること

ができた。また「おもいっきり学ぶ」保育の更なる実現に向けて職員間の良好な関係性

の構築と計画、実践、記録、振り返り、改善を繰り返しよりよい保育に努めた。 

 

総評 

「丁寧な保育」とはどのような保育なのかをキャリアアップ研修や園内研修などを通して全職員で話し合い、「子ど

もの気持ちに寄り添う姿勢」や「子どもの思いを汲み取る姿勢」の重要性と必要性を再確認し、日々の保育を行って

きた。また職員間の良好な関係性が適切な保育に繋がることを理解し、更なるチーム力向上を目的とした目標を定め

取り組むことで子どもにも保護者にも職員にも居心地良く過ごせる場となるよう努めた。 

行事では季節を感じたり、慣わしを知ったり、体験を楽しんだりと子どもたちの興味や関心を引き出し、遊びを通し

て心や身体が成長していく姿をみることができた。 

次年度も「子どもの気持ち」を受け止め、「子どもの思い」を汲み取りながら安心して過ごすことができるとともに

保護者が安心して預けていただけるような保育環境や信頼関係の構築に努めていきたい。 

 


